
思
おも

い出
で

の中
なか

の小
ちい

さな駅
えき

 

 

高
こう

校
こう

生
せい

のころ、 私
わたし

は小
ちい

さな村
むら

から町
まち

の高
こう

校
こう

まで汽
き

車
しゃ

で通
つう

学
がく

していま

した。町
まち

までは、たった二
に

両
りょう

編
へん

成
せい

の汽
き

車
しゃ

が単
たん

線
せん

の線
せん

路
ろ

を走
はし

っていまし

た。 

 

広
ひろ

い田
た

んぼの中
なか

にポツンと小
ちい

さな駅
えき

が建
た

っていて、駅
えき

前
まえ

には自
じ

転
てん

車
しゃ

置
お

き

場
ば

と店
みせ

が二
に

、三
さん

軒
けん

あるだけでした。木
もく

造
ぞう

の駅
えき

舎
しゃ

は 柱
はしら

もベンチも古
ふる

びて黒
くろ

光
びか

りしていました。たった一
ひと

つのホームへと続
つづ

く改
かい

札
さつ

口
ぐち

は、木
き

の柵
さく

のよう

な 形
かたち

をしていて、一
いち

時
じ

間
かん

に一
いっ

本
ぽん

しかない汽
き

車
しゃ

が近
ちか

づいた時
とき

だけ開
あ

けられ

ました。改札口
かいさつぐち

の上
うえ

に駅員
えきいん

さんが行
い

き先
さき

を書
か

いた札
ふだ

をかけながら、「お待
ま

たせしました。○○行
い

きの改
かい

札
さつ

です。」と言
い

うと、待
まち

合
あい

室
しつ

の人
ひと

々
びと

がぞろぞ

ろと並
なら

び始
はじ

めるのでした。 

 

町
まち

には高校
こうこう

がいくつかあったので、朝
あさ

の駅
えき

は大急
おおいそ

ぎで自
じ

転
てん

車
しゃ

を止
と

めて駆
か

け込
こ

んで来
く

る学生
がくせい

たちであふれていました。 私
わたし

は毎
まい

朝
あさ

少
すこ

し早
はや

く来
き

て、あ

る人
ひと

の 姿
すがた

が見
み

えるのを今
いま

か今
いま

かと待
ま

っていました。彼
かれ

は 私
わたし

とは別
べつ

の高
こう

校
こう

の一
いち

年
ねん

先
せん

輩
ぱい

で、 話
はなし

をしたこともなかったのですが、なぜか気
き

になって

しかたがなかったのです。特
とく

にハンサムではなかったけれど、ちょっと背
せ

が

高
たか

くて、夏
なつ

の制
せい

服
ふく

の白
しろ

いシャツがすてきでした。彼
かれ

はいつもぎりぎりに来
き

たので、 私
わたし

は先
さき

にホームに出
で

て改
かい

札
さつ

口
ぐち

の方
ほう

を振
ふ

り返
かえ

りながら、「あの人
ひと

が



私
わたし

の 隣
となり

に来
き

て『おはよう』と言
い

ってくれないかなあ。」「でも、もし本当
ほんとう

にそうなったらどうしよう…。」などと 考
かんが

えていました。 

 

ある朝
あさ

私
わたし

は朝
あさ

寝
ね

坊
ぼう

をして、駅
えき

に着
つ

いた時
とき

にはもう近
ちか

づいてくる汽
き

車
しゃ

の

警笛
けいてき

が聞
き

こえていました。慌
あわ

てて自
じ

転
てん

車
しゃ

置
お

き場
ば

に自
じ

転
てん

車
しゃ

を止
と

めている時
とき

、

隣
となり

にすっと入
はい

って来
き

た自
じ

転
てん

車
しゃ

は彼
かれ

のだったのです。 私
わたし

はびっくりしてド

キドキしてしまいました。「おはよう。」彼
かれ

が言
い

いました。「おはよう…ござ

います…。」 私
わたし

の声
こえ

は声
こえ

になりませんでした。急
いそ

いで改札
かいさつ

を通
とお

って、いち

ばん後
うし

ろのドアから汽車に飛
と

び乗
の

りました。汽車
きしゃ

の中
なか

でも 私
わたし

たちはすぐそ

ばに立
た

っていました。 私
わたし

は何
なに

か話
はな

したかったのですが、何
なに

をどう話
はな

してい

いかわからなくて黙
だま

っていました。彼
かれ

も緊 張
きんちょう

しているのか、 私
わたし

のことな

ど無視
む し

しているのか、黙
だま

っていました。汽車
きしゃ

の中
なか

の人々
ひとびと

の目
め

が、 私
わたし

たち

二人
ふたり

を見
み

ているような気
き

がして、いつもたってもいられませんでした。汽車
きしゃ

が町
まち

に着
つ

いた時
とき

にはがっかりして泣
な

きたいような、それでいてほっとしたよ

うな気持
き も

ちでした。彼
かれ

と 私
わたし

はちょっと目
め

であいさつして、それぞれ別
べつ

の

方向
ほうこう

へ降
お

りて行
い

きました。次
つぎ

の日
ひ

からはなぜか駅
えき

で彼
かれ

と一
いっ

緒
しょ

になることは 

ありませんでした。  （後略） 

 


